
県
本
部
女
性
部
は
１
月

14

日
「
第

51回
定
期
大
会
」
を

開
催
し
９
単
組

34人
が
参
加
。

県
本
部
和
気
書
記
長
な
ど
来

賓
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
単
組

の
女
性
部
活
動
を
交
流
し
、

運
動
方
針
と
新
役
員
を
確
認

し
ま
し
た
。
経
過
報
告
、
保

育
部
会
報
告
、
保
健
師
部
会

報
告
、
ス
テ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
・

自
治
は
た
・
日
本
母
親
大
会

の
参
加
報
告
が
あ
り
、
各
単

組
の
活
動
報
告
で
は
「
育
休

代
替
の
正
規
配
置
実
現
」

「
年
代
別
懇
談
会
」
「
し
ゃ

べ
り
場
」
「
女
性
の
健
康
と

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
学

習
会
」
「
母
親
大
会
」
「
教

育
委
員
会
交
渉
」
「
日
帰
り

親
睦
旅
行
」
「
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
づ
く
り
」
「
子
ど
も

参
加
型
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
」
な
ど
多
彩
な
活
動
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
は
長

久
啓
太
さ
ん
（
岡
山
県
労
働

者
学
習
協
議
会
）
を
講
師
に

『
私
が
私
で
あ
る
た
め
に
�

女
性
と
憲
法
』
と
題
し
た
学

習
会
を
開
催
。
「
日
本
の
異

常
な
長
時
間
労
働
は
、
生
活

の
ゆ
と
り
を
な
く
し
、
自
由

に
使
う
こ
と
が
で
き
る
時
間

と
空
間
を
失
わ
せ
て
い
る
」

な
ど
『
憲
法
に
お
け
る
人
権
』

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
水

本
新
部
長
（
写
真
）
は
「
み

な
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
い
な

が
ら
女
性
の
運
動
の
発
展
を

め
ざ
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

県
本
部
青
年
部
は
２
月
３

日
「
反
核
へ
ん
ろ
愛
媛
コ
ー

ス
」
に
と
り
く
み
、
５
単
組

12人
が
参
加
。
今
回
あ
い
に

く
の
雨
模
様
も
「

42番
札
所

仏
木
寺
」
か
ら
「

41番
札
所

龍
光
寺
」
ま
で
の
道
の
り
を

お
へ
ん
ろ
し
ま
し
た
。
力
石

部
長
は
「
雨
で
す
が
、
北
朝

鮮
な
ど
核
兵
器
の
こ
と
は
タ

イ
ム
リ
ー
な
問
題
で
も
あ
り
、

事
故
な
く
元
気
に
歩
い
て
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
新
た
に
作
成
し

た
「
反
核
へ
ん
ろ
ビ
ブ
ス
」

を
み
ん
な
が
着
て
、
傘
を
差

し
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
途

中
天
気
雨
や
晴
れ
間
も
あ
り
、

虹
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
各
お
寺
で
記
念
撮
影
も

し
て
全
体
で
約
３
時
間
の
コ
ー

ス
を
や
り
遂
げ
ま
し
た
。

１
月

13～

14日
、
滋
賀
県

大
津
市
で
の
「
自
治
労
連
組

織
集
会
」
に
全
国
か
ら
２
４

０
人
が
参
加
。
１
日
目
は
全

体
会
、
２
日
目
は
分
科
会
＝

①
新
採
組
合
加
入
、
②
要
求

運
動
と
結
合
し
た
単
組
の
強

化
拡
大
、
③
非
正
規
職
員
の

要
求
運
動
と
組
織
化
、
④
公

共
労
働
者
の
要
求
運
動
と
組

織
化
、
⑤
次
世
代
育
成
・
役

員
の
世
代
継
承
、
⑥
宣
伝
活

動
で
、
全
国
各
地
の
悩
み
や

工
夫
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
語
り

あ
い
ま
し
た
。

『
愛
媛
参
加
者
感
想
』
■
全

体
会
で
①
大
阪
府
職
労
は
、

青
年
部
が
少
人
数
か
ら
始
め

た
イ
ベ
ン
ト
や
学
習
か
ら
つ

な
が
り
が
広
が
り
、
活
性
化

と
組
合
加
入
に
つ
な
が
っ
て

い
る
、
②
静
岡
県
中
東
遠
医

療
セ
ン
タ
ー
労
組
は
、
当
局

の
不
誠
実
対
応
か
ら
不
当
労

働
行
為
の
裁
判
に
踏
み
切
り
、

脱
退
者
が
多
く
出
て
、
役
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
低
下

し
て
い
た
が
、
あ
ら
た
め
て

『
組
合
の
必
要
性
』
を
強
く

ア
ピ
ー
ル
し
、
前
進
し
始
め

て
い
る
実
践
報
告
が
あ
り
、

《
小
さ
な
行
動
と
変
化
》

《
青
年
の
チ
カ
ラ
》
《
活
動

が
み
ん
な
に
見
え
る
こ
と
》

で
組
織
拡
大
に
つ
な
が
っ
て

い
く
と
感
じ
ま
し
た
。

■
分
科
会
の
新
採
加
入
の
と

り
く
み
で
「
組
合
説
明
会
は

新
採
を
お
客
さ
ん
で
は
な
く

１
人
ひ
と
り
『
主
人
公
』
に

す
る
」
「
説
明
会
で
加
入
を

め
ざ
す
の
も
大
切
だ
が
、
職

場
で
組
合
が
動
い
て
い
る
こ

と
を
見
せ
続
け
る
こ
と
が
も
っ

と
大
切
」
な
ど
意
見
交
換
。

「
看
護
学
校
卒
業
し
就
職
す

る
中
で
『
労
働
す
る
意
識
』

を
持
つ
新
採
は
少
な
く
労
働

組
合
を
伝
え
る
こ
と
が
難
し

い
。
先
輩
看
護
師
組
合
員
が

伝
え
て
い
か
な
い
と
心
に
響

か
な
い
」
と
話
が
あ
り
、
書

記
と
役
員
の
連
携
強
め
て
両

輪
で
動
く
重
要
性
を
感
じ
ま

し
た
。
説
明
会
パ
ン
フ
に

「
市
役
所
近
辺
ラ
ン
チ
マ
ッ

プ
」
掲
載
の
報
告
も
あ
り
、

目
を
引
き
役
に
立
つ
工
夫
を

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

１
月

25～

26日
、
千
葉
県

柏
市
で
の
自
治
労
連
「
中
央

委
員
会
」
に
全
国
２
５
０
人

が
参
加
。
「
春
闘
大
幅
賃
上

げ
・
公
務
員
給
与
改
善
」

「
長
時
間
労
働
是
正
・
人
材

確
保
」
「
非
正
規
処
遇
改
善
」

「
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
を

い
か
し
た
地
域
活
性
化
」
な

ど
『
春
闘
方
針
』
が
提
案
さ

れ
、
２
日
間
の
討
議
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
愛
媛
発
言
で

は
、
高
橋
新
居
浜
市
職
労
委

員
長
（
写
真
）
が
①
職
場
の

声
で
実
現
し
た
新
居
浜
市
の

育
休
代
替
正
規
配
置
の
運
動
、

②
国
を
上
回
る
県
勧
告
を
引

き
出
し
初
任
給
改
善
が
広
が

り
つ
つ
あ
る
全
県
状
況
、
③

３
年
間
の
共
済
実
感
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
前
進
と
単
組
の
組

織
強
化
に
つ
い
て
発
言
。
討

論
の
ま
と
め
で
「
愛
媛
・
新

居
浜
の
と
り
く
み
は
、
職
場

の
声
を
チ
カ
ラ
に
、
組
合
が

粘
り
強
く
要
求
し
運
動
し
た

結
果
、
育
休
代
替
正
規
配
置

に
結
び
つ
い
た
も
の
」
と
教

訓
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

（１） 第４９３号

自 治 労 連 愛 媛 ２０１８年 ２月１５日

第 ４９３ 号

日 程

【２月】

10 県本部中央委員会

労働安全衛生学習会

16 自治労連共済学校

（山梨～17）

19 愛媛労連春闘キャラバン

（全県～3/2）

20 東予総支部代表者会議

21 西予市職労学習会

24 西条市職労現業学習会

26 内子町職学習会

【３月】

３ 南予春闘集会（宇和島）

４ 保育部会幹事会

５ 春闘四国総行動・人事院

四国事務局要請（高松）

７ 春闘中央行動・四国ブロッ

ク総務省要請（東京）

10 現業評幹事会

女性部幹事会

11 中予春闘集会（松山）

東予春闘集会（西条）

13 南予総支部代表者会議

15 春闘全国統一行動

17 県本部拡大執行委員会

24 医療介護評幹事会

《2020年度から》非正規職員の新制度「会計年度任用職員制度」が

スタートします。（2018年度中に各自治体で制度設計）

《2021年度から》正規公務員の「６５歳へ定年延長」段階実施が

検討されています。（2019年度中に公務員法改定予定）

⇒「職場の声」を集め、要求し交渉し、職場に返す《循環型組合活動》を！

1 ０歳児 大人との共感を大切に発達を促す保育

2 １歳児の発達にふさわしい保育

3 ２歳児にふさわしい保育

4 ３歳児の発達にふさわしい保育

5 ４歳児の発達にふさわしい保育

6 ５歳児の特質、就学を見通した保育

7 障害がある子どもの保育

8 心と身体を育てる、豊かな給食と保育

9 地域の中で安心できる子育てを

10 新制度と保育運動



松
山
市
職
労
は
１
月

19日
、

清
掃
事
務
所
で
「
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
の
説
明
会
」

を
実
施
し
、
臨
時
職
員
の
組

合
員
・
組
合
役
員
の

13人
が

参
加
。
県
本
部
役
員
が

15分

説
明
し
質
疑
応
答
。
参
加
者

か
ら
「
２
年
更
新
で

19年
４

月
に
次
の
２
年
が
始
ま
る
が
、

20年
４
月
に
は
ど
う
な
る
の

か
？
」
「
新
制
度
で
は
４
月

採
用
に
統
一
さ
れ
る
の
か
？
」

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

休
暇
は
す
ぐ
何
と
か
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
質
問
や
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。
組
合
役
員
が

「
松
山
市
の
新
制
度
は
今
後

１
年
で
組
合
と
交
渉
し
決
め

て
い
く
」
「
臨
時
の
仲
間
に

加
入
の
声
を
か
け
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
、
昼
休
み
短
時
間
で

し
た
が
「
こ
れ
か
ら
何
度
で

も
学
習
と
懇
談
を
や
ろ
う
」

と
確
認
し
ま
し
た
。

今
治
市
職
は
１
月

19・

20

日
、
給
食
部
会
「
会
計
年
度

任
用
職
員
パ
ワ
ポ
説
明
会
」

を
実
施
し
計

16人
が
参
加
。

組
合
役
員
が
「
新
制
度
」
を

説
明
。
質
疑
応
答
で
は
「
雇

用
保
険
が
公
務
員
共
済
に
な
っ

た
ら
こ
れ
ま
で
掛
け
た
分
は

ど
う
な
る
の
か
？
」
「
一
見

良
く
な
る
制
度
に
思
え
る
が
、

最
後
は
自
治
体
判
断
で
あ
れ

ば
、
声
を
あ
げ
な
い
と
勝
手

に
決
め
ら
れ
る
可
能
性
も
あ

り
そ
う
」
な
ど
疑
問
や
不
安

が
あ
が
り
ま
し
た
。
ま
た
４

月
か
ら
①
長
年
要
求
し
続
け

た
「
経
験
加
算
」
の
導
入
、

②
雇
用
年
齢
制
限
の
改
善
の

『
回
答
』
が
あ
っ
た
こ
と
を

給
食
部
会
の
役
員
が
報
告
。

今
回
の
待
遇
改
善
は
『
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
の
第
１

歩
』
と
と
ら
え
、
さ
ら
に
給

食
部
会
を
盛
り
立
て
要
求
実

現
を
め
ざ
そ
う
と
確
認
し
ま

し
た
。

西
条
市
職
労
は
１
月

26日
、

保
育
部
で
「
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
の
説
明
会
」
を
実

施
し
、
保
育
士
と
組
合
執
行

部
あ
わ
せ
て

55人
が
参
加
。

県
本
部
役
員
が
『
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
』
を
使
っ
て
、
新
制

度
導
入
で
の
改
善
点
と
問
題

点
を
説
明
。
参
加
者
か
ら
は

「
国
の
打
ち
出
し
ど
お
り
全

く
同
じ
に
す
れ
ば
、
退
職
手

当
支
給
・
経
験
加
算
な
ど
改

善
に
つ
な
が
り
、
臨
時
保
育

士
も
や
り
が
い
を
持
て
る
と

思
う
が
、
最
後
は
自
治
体
の

判
断
と
な
る
部
分
が
多
い
の

が
不
安
」
「
臨
時
保
育
士
が

い
な
い
と
職
場
は
回
ら
な
い
。

募
集
し
て
も
人
が
集
ま
ら
な

い
」
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。
組
合
役
員
が
「
臨
時

職
員
が
自
分
た
ち
の
問
題
と

と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

い
く
必
要
も
あ
る
」
と
話
し
、

臨
時
職
員
対
象
に
行
う
説
明

会
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
検
討
し

て
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

四
国
中
央
市
職
は
１
月

25

日
、
執
行
委
員
会
で
「
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
」
に
つ

い
て
『
県
本
部
作
成
パ
ワ
ポ
』

を
使
い
学
習
。
参
加
者
か
ら

は
「
国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り

初
号
に
す
る
と
、
月
額
だ
け

で
は
今
よ
り
も
下
が
る
の
で

は
？
」
「
制
度
変
更
時
、
今

い
る
人
は
改
め
て
試
験
を
受

け
る
の
か
？
」
「
新
制
度
で

正
規
採
用
の
抑
制
に
つ
な
が

ら
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い

け
な
い
」
な
ど
、
疑
問
や
制

度
設
計
時
に
労
使
確
認
が
必

要
な
課
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

執
行
委
員
会
で
は
、
２
月
に

保
育
士
を
中
心
に
「
会
計
年

度
任
用
職
員
の
説
明
会
」
を

行
い
、
疑
問
や
課
題
を
出
し

あ
い
、
み
ん
な
で
解
決
し
て

い
け
る
よ
う
組
合
加
入
も
働

き
か
け
る
こ
と
、
新
採
組
合

加
入
の
と
り
く
み
の
具
体
化

を
相
談
し
ま
し
た
。

新
居
浜
水
道
労
組
は
１
月

24日
「
労
働
時
間
管
理
『

36

協
定
』
学
習
会
」
を
開
催
し

22人
が
参
加
。
講
師
の
県
本

部
役
員
が
、
①
県
内
市
町
の

労
働
時
間
把
握
・
管
理
の
現

状
、
②
日
本
社
会
全
体
の
動

き
、
③
労
基
法
と
『

36協
定
』
、

④
今
治
市
水
道
局
の
『
協
定
』

見
直
し
経
緯
、
⑤
新
居
浜
市

水
道
局
の
『
協
定
』
の
課
題

な
ど
を
報
告
。
質
疑
で
は

「
災
害
救
援
派
遣
時
の
往
復

車
同
乗
時
間
は
労
働
時
間
に

な
る
か
？
」
な
ど
具
体
的
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に

講
師
が
「
労
働
時
間
管
理
や

『

36協
定
』
の
適
正
運
用
は

労
使
は
対
立
せ
ず
、
知
恵
を

出
し
あ
い
『
働
き
や
す
い
職

場
』
『
人
材
確
保
』
を
め
ざ

す
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
。

組
合
員
み
ん
な
で
考
え
、
理

事
者
に
『
よ
り
良
く
す
る
た

め
の
提
案
』
を
」
と
強
調
し

ま
し
た
。

市
立
宇
和
島
病
院
労
働
組

合
は
１
月

26日
、
今
年
度
の

新
採
職
員
中
心
の
「
交
流
会

＝
拡
大
し
ゃ
べ
り
場
」
を
開

催
し
、
病
院
行
事
と
と
日
程

が
被
り
ま
し
た
が

19人
が
参

加
。
ま
ず
「
最
近
ハ
マ
っ
て

い
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
自

己
紹
介
、
意
外
な
趣
味
の
話

も
あ
り
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

臨
床
心
理
士
さ
ん
も
参
加
し

て
、
簡
単
な
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
を
み
ん
な
で
実
施
。
そ
の

流
れ
で
職
場
の
様
子
や
悩
み

に
つ
い
て
も
先
輩
職
員
と
新

採
職
員
さ
ん
が
話
し
込
む
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
日

の
交
流
会
で
、
新
た
に
新
採

３
人
の
組
合
加
入
が
あ
り
ま

し
た
。
新
採
職
員
だ
け
で
な

く
、
２
～
３
年
目
の
職
員
の

参
加
も
あ
り
、
若
者
が
多
く

活
気
の
あ
る
交
流
会
に
な
り

ま
し
た
。

■
長
年
の
妻
へ
の
感
謝
で

「
何
で
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
券
」

を
渡
す
と
何
を
買
う
か
で
寝

ら
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

（
今
治
・
白
石
）

■
最
強
寒
波
で
人
生
初
め
て

か
ま
く
ら
を
作
り
ま
し
た
。

（
大
洲
病
院
・
吉
川
）

■
先
日

38℃
を
超
え
る
熱
が

出
て
ダ
ウ
ン
し
ま
し
た
。
検

査
の
結
果
、
イ
ン
フ
ル
で
は

な
く
風
邪
で
し
た
が
…
ま
わ

り
で
も
流
行
し
て
き
て
い
ま

す
の
で
、
こ
ま
め
に
手
洗
い

う
が
い
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
！

自
分
が
言
う
の
も
な
ん
で
す

が
（
笑
）

（
今
治
・
越
智
）

■
職
場
の
同
僚
が
『
マ
イ
サ

イ
ズ
』
を
食
べ
て
や
せ
た
と

聞
き
、

10箱
購
入
し
ま
し
た
。

ま
だ
結
果
が
出
ま
せ
ん
。

（
西
予
・
西
崎
）

■
久
々
の
年
末
年
始
休
み
で

心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

新
年
早
々
、
図
書
カ
ー
ド
で

『
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』

を
購
入
。
「
あ
や
ま
ち
を
苦

し
い
と
感
じ
る
の
は
、
正
し

い
道
に
従
っ
て
歩
こ
う
と
し

て
い
る
か
ら
」
…
心
に
深
く

沁
み
ま
し
た
。
ふ
と
沖
縄
に

も
帰
省
し
た
く
な
り
ま
し
た

（
関
係
な
い
？
）

（
西
予
・
山
里
）

■

40代
を
む
か
え
、
白
髪
を

染
め
る
の
を
や
め
て
み
ま
し

た
。
老
い
を
楽
し
み
ま
す
。

ロ
マ
ン
ス
グ
レ
ー
。

（
四
国
中
央
・
山
岡
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第４９３号

２０１８年 ２月１５日

■
４
９
１
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
シ
ッ
ソ
ケ
ン
ヤ
ク
」

（
質
素
倹
約
）
で
し
た
。
正

解
は
７
通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

越
智
崇
典
（
今
治
）

山
里
敬
一
郎
（
西
予
）

岡
崎
美
郁
（
宇
和
島
）

三
好
美
智
子
（
西
予
）

友
近
寅
男
（
松
山
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
３
月

27日
【
発

表
】
４
９
５
号
（
４
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①四国八十八ヶ所霊場第53番札所

④鉄製のよろい・かぶと

⑦東京ディズニーランドがある○○○○市

⑧舞台上の一点を照らす○○○○ライト

⑨男性歌手、「ぼくの○○○○のぼうよみ」

【タテのカギ】

①（英語）自己中心主義の人。うぬぼれ屋

②都が他の土地へ移ること。遷都

③（野球）ライトフライを漢字では

⑤取材の内容が正しいか裏付けを取ること

⑥「ポストドクター」の略

マ
ス
目

を
埋

め
、
二

重
枠

の
８

文
字
で

、

「
ど
っ

ち
も

ど
っ
ち

」
に

し
て

下
さ
い

。

お
た
よ

り

あ
り

が
と

う


